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ジェンダー平等の実現に向けて 5月29日の講話に向けて

日本のジェンダー・ギャップ指数（男女格差を数値化したもの）は、146 カ国中 118 位
で、先進国（Ｇ７）中で最下位です（世界経済フォーラム 2024年 6月発表）。
「教育」「健康」については男女差はないものの、「経済」（職に就く人・技術者・管理職などの割合や

賃金の差）や「政治参画」については極めて大きな男女格差があるためです。
ＳＤＧｓ５番目の目標は「ジェンダー平等を実現しよう」ですが、その目標を更に細かくすると

次の９のターゲットがあります（ユニセフの HPから抜粋します）。
5-1 すべての女性と女の子に対するあらゆる差別をなくす。

5-2 女性や女の子を売り買いしたり、性的に、また、その他の目的で一方的に利用することをふくめ、すべての女性や女の子へ

のあらゆる暴力をなくす。

5-3 子どもの結婚、強制的な結婚、女性器を刃物で切りとる慣習など、女性や女の子を傷つける習わしをなくす。

5-4 家庭内の子育て、介護や家事などは、お金が支払われる仕事と同じくらい大切な「仕事」であるということを認める。

5-5 政治や経済や社会のなかで、何かを決めるときに、女性も男性と同じように参加したり、リーダーになったりできるようにする。

5-6 世界中だれもが同じように、性に関することや子どもを産むことに関する健康と権利が守られるようにする。

5-ａ それぞれの国の法律にしたがって、女性も財産などについて男性と同じ権利を持てるようにし、土地やさまざまな財産を持っ

たり、金融サービスの利用や相続などができるようにしたりするための改革をおこなう。

5-ｂ 女性が能力を高められるように、インターネットなどの技術をさらに役立てる。

5-ｃ 男女の平等をすすめ、すべての女性や女の子があらゆるレベルで能力を高められるように、適切な政策や効果のある法律を

作り、強化する。

これらの中には、（「こんなことが目標？」と）驚くような内容もありますが、日本でも未達成のも
のが多いのが現状です。明日の講話の事前資料として、３冊の本を紹介します。

「なぜ東大は男だらけなのか」 矢口祐人著（集英社新書）
戦後（1946 年 5 月）、GHQ による指示で東京大学に女性の入学が許された。しかし、女性用の

トイレはなく、学内では身の置き所がなかった。1947 年に東大に入学し、官僚、国会議員、官房
長官、文部大臣を歴任した森山真弓さんは、「法学部法律学科 600 人中、女性は２人」で「女が大
学に行っても珍しくない時代に早くなってほしい」と語った。現在は、女性学生 30 ％にすること
を目標に掲げながら 20 ％前後に止まっている。他大学の女性を歓迎しながら、東大の女性は入れ
ないという伝統のサークルが今もあるそう。
→ 「自分は差別していないのになぜ」という男性もいるだろうが、男性優位の構造の社会に生きているということ
は、自らも差別の構造の一部になっているのだという意識が必要である。－ 女性に対する差別的感覚・そ
れを放置し続ける社会に、男性として生まれ何もしてこなかった自分を恥ずかしく思う言葉です。

「なぜ理系に女性が少ないのか」 横山広美著（幻冬舎新書）
もともと女性と男性では能力面で大きな差はない。しかし、進学する際に選択する学問の比率に

大きな違いがある。また本人がやりたいと思う方面に進むのが一番大切ではあるが、その選択のた
めの情報や考え方が偏っている（男性は理数系・女性は文科系，看護学・薬学は女性向き・機械工学は男性
向きなど）。その歪みを正すように働きかけることが必要である。
→ 私が卒業した大学は、理学部と薬学部が同じキャンパスにあり、女性の割合は、物理学科＜化
学科＜生物学科＜薬学科でした。キャンパス内に女性が多かった理由を、この本は解説します。

「女の子は本当にピンクが好きなのか」 堀越秀美著（河出文庫）
「女子のピンク好きは生まれつき？それとも社会的に作られたもの？」という疑問をピンク色に

関わる歴史や男女の目の構造の違いによるという仮説に基づき説明する。バービー人形の「数学の
授業って大変」というセリフが、「女は数学が苦手」という固定観念を定着させるものと物議をか
もしたこと、欧米では子どもの頃から科学に興味をもつような玩具が製造されているが、日本では
進んでいないということなど、問題提起や子どもに人気のキャラクターの変遷などを解説する。
→ 出産しても追い出されずに済む安定した職につかせて、どんどん子どもを産ませた方がよくないか。そうならな
いのは、国力増強よりも女子にピンクでいてもらいたい国民感情の方が勝っているから、としか考えられない－とは
男性中心社会への強烈なパンチです。
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運動会保護者アンケート

5 月 24 日（土）運動会を予定通り実施しました。雨を心配しての様子を
見ながらの進行でしたが、熱中症のリスクの少ない、運動しやすい一日で
した。

○少人数ですが、数より質で楽しめました。（１年）

○凄く楽しかったです。

・入口から右側の保護者席はあまり子供のことが見えないのかなと思いました。

ジェスチャーリレーはとでも面白く見れたのですが、答えが周囲にわかるようにしていただ

いたら、より楽しく見られると思いました。

・先生方も大変だと思いますが、子供のことをしっかり考えていただき、準備練習に力を

注いでいただき感謝しています。当日、先生皆様も楽しんでいらっしゃる様子が窺えまし

て、とても見ていて気持ちよく楽しかったです。 （１年）

○アットホームで、競技数も多く思ったより楽しく見られました。

・もう少し音楽があった方が（競技と競技の間とか）運動会を感じられる気がします。

シーンとしてると運動会と言うより、体育の見学と言う感じ。

・帰宅が19時ごろになる事もあり、心配になった。事前に学校から準備等でこのくらいは

遅くなる事もあるなど一報が欲しかった。 （１年）

○かっこよかったです！ジェスチャーリレーは見てる私達側からでも楽しめる素晴らしい企

画だなと思いました。全体的に和気藹々とした雰囲気がこちらにも伝わってきて素晴らし

かったです。

・学年毎の点数発表の時の点数が全く見えなかったのでそこを改善していただきたいで

す。 （１年）

○いい感じにまとまれて楽しい運動会でした。

・受付のサポートをしました。時間で割振りされてましたが、交替のタイミングがわからず、

その点はもう少しハッキリやっていただけると良いと思います。

インクルーシブ、新しい取り組みで大変だとは思いますが是非がんばって下さい。（１年）

○色々リレーやジェスチャーリレーなど変わった種目があり面白かったです。

・生徒の皆さん、とてもスムーズに進行されていたので、しっかり準備されてきたのだなと

思いました。（１年）

○今年は進行がスムーズで、中だるみすることなく見ることができました。各競技も個性豊

かで楽しかったです。校長先生も仰っていましたが、紅白、学年関係なく声援を送って

いた姿勢が素晴らしく、アットホームな運動会だったと思いました。（２年）

○生徒達が楽しんで参加しているようで、こちらも安心して観ることが出来ました。また司会

の女子生徒の声がはっきり聞こえやすくアナウンスされ、解りやすくて良かったです。

・車椅子リレーは、保護者や来賓が参加出来たら良いと思いました。

・色々と意見が出た運動会だったようですが、伝統も大事なので、子供達が真剣に取

り組める演目、内容で開催して欲しいと思いました。（２年）

○徒競走の時など、1人1人名前を言われた時に紅白や学年関係なく歓声で盛り上げて

あげるのがとても良かったです。どの学年の競技も工夫があって、見てるこちらも楽しめま

した。3年生のジェスチャーリレーが面白い競技だなと思いました。ジェスチャークイズに

時間内に正解出来なかった生徒さんが「ごめーん」と謝りながら走り出してたのもかわい

かったです。飛びつき綱引きの全学年参加競技も見応えがありました。そーらん節も迫

力ある演技でとても良かったです。南砂中の運動会はアットホーム感と全員で作りあげ

ている雰囲気で、自分の子供の学年以外の競技もずっと見ていられる温かい運動会

だなと思います。（２年）

３年生保護者意見は次号で掲載します

６月の予定

２日（月） 朝会、安全指導 １９日（木） 中間考査（英国数）、給食なし
４日（水） （開校記念日） ２０日（金） 中間考査（社理）、総合

区中研教科部会（午前授業） 委員会、プール前健康相談

５日（木） 開校記念振替休業日 ２３日（月） 生徒朝会、避難訓練、水泳指導始

６日（金） 保護者会（学年懇談）５時間授業 ランチルーム給食始

９日（月） ①新聞活用出前授業 ２４日（火） 移動教室前検診

１１日（水） 江東区連携教育の日（午前授業） ２５日（水） 職員会議 放学

１３日（金） 漢字検定 ２６日（木） Ｃ組校外学習
１８日（水） 放学 ３０日（月） 朝会


